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―開設メンバーで振り返る 10 年間のあゆみ― 
 
菊地 進・松本 康・山口 和範・水上 徹男 
 
 
Ⅰ 2009 年のセンター開設準備 
 
水上：今日はお集まりいただきまして，ありがとうございます．社会情報教育研究センター，
Center for Statistics and Information の座談会を開催させていただきます．本センターは
調査，情報，統計技法を活用した教育研究支援の組織として，2010 年 3 月に開設されまし






目の中の基礎科目と大学が 10 学部あるうち 8 学部に提供している科目が 2 科目．大学院へ













































ンターとしての採用人事を具体的に進めることが 8 月 10 日に決まりまして，そのあとメデ
ィアセンターが 1 つのチーム，あとわれわれ 3 つのチームがそれぞれ事業を進めるという
ことでテーマごとに事業にまい進することになりました． 














［社会情報教育研究センター10 周年記念座談会］CSI のこれまでとこれから (7) 



























ういうセンターの支援を受けた」とか，「データは ICPSR（Inter-university Consortium for 













(8) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 6 号 
ずれにせよ，これだけ積むっていうのは大変だねということで，もうバンと計画を膨らませ












各大学がこの際ということで手を上げていて，最終的には 1 億削って 3 億円ぐらいという
ことになったんですが，1 億減ってもまだ 3 億もあったんです．お金を使うのはメディアセ
ンターの人たちが得意なので（笑），そちらに任せて，データアーカイブをつくるとか，調
査センターがらみで海外出張をするとか，おいしいところだけ我々はいただきました．私は






水上：RUDA の公開は 2011 年 4 月ですが，2010 年には既にデータアーカイブの話が進め





















































(10) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 6 号 







な科目群とは違って CSI の提供科目は内枠なんです． 
 
 学部 科目名  
1 全学共通科目 社会調査入門 オンデマンド科目 
2 全学共通科目 データ分析入門 オンデマンド科目 
3 全学共通科目 社会調査の技法 オンデマンド科目 
4 全学共通科目 データの科学 オンデマンド科目 
5 全学共通科目 多変量解析入門 オンデマンド科目 
6 全学共通科目 統計情報で社会・経済を診断する  
7 全学共通科目 景気・格差問題と統計情報  
8 全学共通科目 景気・格差問題と統計情報  
9 全学共通科目 Introduction to Statistics 1 オンデマンド科目・英語科目 
10 全学共通科目 Introduction to Statistics 2 オンデマンド科目・英語科目 
11 社会学部 社会調査法 2  
12 経済学部 調査実習 経営学部「社会調査実習」と併置 
13 経済学部 統計調査論 1  
14 経済学部 統計調査論 2  
15 法学部 社会調査法  
16 法学部 社会調査法  
17 ビジネスデザイン研究科 統計学基礎 1 法学研究科「統計学特論」と併置 
18 ビジネスデザイン研究科 統計学基礎 2 法学研究科「社会調査特論」と併置 
19 ビジネスデザイン研究科 統計学 1  
20 ビジネスデザイン研究科 統計学 2  
21 観光学部 データ情報処理  
22 コミュニティ福祉学部 社会調査法  
23 コミュニティ福祉学部 データ分析法  
24 コミュニティ福祉学部 リサーチ方法論 2  
25 現代心理学部 社会調査概論  
26 現代心理学部 社会調査設計法  
27 理学部 生物統計学  
図表 1：2019 年度 社会情報教育研究センターから各学部へ提供している科目一覧 





































































































くて．例えば，2006 年のときに統計教育で呼んだ Utts さんは，2015 年にアメリカ統計協








































請（統計法 33 条）をしなければならないのですが，その申請の応援もしています． 
この点，東温市の産業振興でそのモデルケースが作られてきたかなと思っています．自治






































































































貢献で「CSI が必要」という認識を高めてもらうことが 1 番じゃないかなと思います． 
［社会情報教育研究センター10 周年記念座談会］CSI のこれまでとこれから (17) 






































研費を CSI に渡すのはできないので．あれはあれで不思議ですよね． 
 































































































山口：日本社会学会でやっている SSM 調査 3)，あそこの母体はどこなんですか． 
 









































山口：自分は専任教員として CSI に移ってもいいと思っているんですけど（笑），ずっと． 
 






































































3) SSM 調査とは，日本において 1955 年から 10 年ごとに実施されている「社会階層と
社会移動（Social Stratification and Social Mobility）」に関する大規模な全国調査であ
る．第 1 回の調査は日本社会学会を基盤として実施されたが，第 2 回目以降は社会学者を
中心にした研究組織がその都度軽視されて調査研究が行われてきた．（一般社団法人 社






松本康，2012，「立教大学データ･アーカイブ RUDA の始動 （特集 データ・アーカイブと
二次分析の最前線）--（量的調査データのアーカイブと二次分析）」『社会と調査』8: 24-
30． 
櫻本健・濱本真一・西林勝吾，2019，『日本の公的統計・統計調査』立教大学社会情報教育
研究センター． 
  
